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大
草
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
会
を
立
ち
上
げ

た
の
は
、
大
草
町
に
お
住
ま
い
の
太
田
良
治
さ

ん
、
冨
田
秀
穂
さ
ん
、
横
田
弘
道
さ
ん
、
藤
原

喜
郎
さ
ん
の
４
名
で
す
。発
足
の
き
っ
か
け
は
、

一い
っ

色し
き

七し
ち

郎ろ
う

を
弔
う
た
め
に
戸
田
宗む

ね
み
つ光
が
か
つ
て

大
草
に
建
て
た
宝ほ

う

憧ど
う

寺じ

跡
の
保
存
。
一
色
七
郎

と
は
、
応
仁
の
乱
に
参
戦
し
晩
年
を
大
草
で
過

ご
し
た
室
町
時
代
の
武
将
で
す
。「
宝ほ

う

憧ど
う

寺じ

は

昭
和
29
年
に
廃
寺
に
。
自
分
た
ち
が
覚
え
て
い

る
最
後
の
世
代
な
の
で
、
地
域
の
歴
史
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
太
田
さ

ん
た
ち
は
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

学
ぶ
会
の
皆
さ
ん
は
、「
大
草
校
区
の
歴
史
を

子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い
」「
地
元
を
大
事

に
す
る
気
持
ち
が
、
人
を
大
事
に
す
る
気
持
ち

に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
い
ず
れ
も
大
草

に
あ
る
惣そ

う
さ
く作
古こ

よ
う窯
や
宝
憧
寺
跡
の
井
戸
、
一
色

七
郎
墓
跡
の
整
備
な
ど
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、歴
史
・
文
化
を
会
員
が
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
や
小
学
校
の
児
童
や
保
護
者
に
も「
ふ

れ
あ
い
集
会
」
を
通
し
て
広
め
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容 

 

・
大
草
の
歴
史
や
文
化
的
な
良
さ
を
、
地
域

　

の
方
や
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
活
動

 

・
史
跡
の
整
備
・
保
存
活
動

 

・
会
員
相
互
の
意
識
の
向
上
を
図
る
活
動

市民発
!

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

郷
土
を
学
び
、郷
土
を
愛
す
心
を
広
め
る

「
大
草
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
会
」

　

こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
喜
田
恵
子
で
す
。
田
原
市
内
に

は
、
地
域
で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
大

草
校
区
の
歴
史
を
、
地
域
の
方
や
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ご
う
と
活
動

し
て
い
る
﹁
大
草
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ
会
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
１
４
８
１
年
ご
ろ
建
て
ら
れ
た
が
廃
寺
と
な
り
、

　

現
在
は
一
色
七
郎
墓
跡
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

※

歴
史
を
守
り
た
い

地
元
愛
に
あ
ふ
れ
た
活
動

◦きれいに整備された
宝憧寺井戸の周辺

◦研修会（H22 年 10 月）

    ◦役員会（H23 年１月） ◦1日研修会（H22 年１1月）

◦半日研修会（H22 年７月）

▲平成 17 年の学ぶ会の発足時は 33 名でしたが、現在では 56 名
もの会員に。写真前列左から役員の藤原喜郎さん、松本紀久江さん、
太田良治さん、横田弘道さん、後列左から山田恵美子さん、寺田
和幸さん、冨田秀穂さん

喜 田 恵 子
き 　   だ 　  け い 　 こ
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４
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ー
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●
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
ペ
ー
ジ

　

平
成
18
年
に
整
備
し
た
宝
憧
寺
跡
を
地
域
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
宝
憧
寺

跡
お
月
見
会
。「
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
す
る
時
間

を
提
供
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
よ
」
と
役
員

の
方
が
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
平
成
21
年

は
巴は

こ
う江
雅が

が
く楽
保
存
会
の
演
奏
、
平
成
22
年
は

琴
（
悠
雲
会
）
の
演
奏
な
ど
に
耳
を
傾
け
、
抹

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々

が
お
月
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。
５
年
前
は
80
人

だ
っ
た
お
月
見
会
の
参
加
者
で
す
が
、
昨
年
９

月
は
３
０
０
人
に
。
今
で
は
大
草
校
区
の
秋
の

恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
ぶ
会
の
今
後
の
目
標
は
、
惣
作
古
窯

跡
を
公
園
に
し
保
存
す
る
こ
と
、
大
草
の

歴
史
を
新
た
に
ま
と
め
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
１２
ペ
ー
ジ
の
歴
史
探
訪
で
ご
紹
介
し

て
い
る
大
草
町
出
身
の
水
彩
画
家
﹁
中
田

恭
一
﹂
さ
ん
の
展
覧
会
は
、
学
ぶ
会
の
発

案
で
開
催
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
郷
土
の
歴
史
を
、
校
区
内
外
に

広
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
年
前
、
ロ
ー
タ
リ
ー
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
免
々
田
川

沿
い
（
福
江
町
）
に
３
０
０
本
の
河
津
桜
を
植
樹
し
ま
し
た
。

会
員
一
同
、
草
取
り
や
肥
料
を
あ
げ
る
な
ど
の
維
持
管
理
を
行

い
、
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
今
年
の
見
ご
ろ
は
、
２
月
下
旬

か
ら
３
月
上
旬
。
菜
の
花
と
河
津
桜
が
咲
く
免
々
田
川
沿
い
を

歩
い
て
い
た
だ
き
、
一
足
早
い
春
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
月
26
日
︵
土
︶
に
﹁
菜
の
花
・
桜
ま
つ
り
﹂
を

開
催
し
ま
す
。
平
成
20
年
３
月
、
渥
美
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
始
め
た
こ
の
桜
ま
つ
り
も
今
年
で

３
回
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民発
!

ち
ょ
っ
と
粋
な
お
月
見
会

　

中
学
生
が
一
色
七
郎
に

つ
い
て
調
べ
る
た
め
、
学

ぶ
会
に
話
を
聞
き
に
来
た
そ
う
で
す
。
５
年

前
か
ら
ま
い
て
き
た
活
動
の
種
が
、
芽
生
え

始
め
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

免め

め

だ々田
川
沿
い
の

「
河
津
桜
」

カ
ワ　

ヅ　

ザ
ク
ラ◦

渥
美
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
さ
ん

◦大草小学校ふれあい集会
　（H21 年 7 月）

◦宝憧寺跡お月見会
　（H22 年９月）

◦宝憧寺跡お月見会
　（H21 年９月）

▲

●お問い合わせ先
渥美ロータリークラブ
３２局１２５１

楽しいイベントが盛りだくさん！
ぜひ、足をお運びください。

　　　 免々田川 あつみ
　　　「菜の花・桜まつり」

時間／午前 10 時～午後２時 30 分
場所／福江町国道２５９号沿い
　　　高田西交差点横の広場
内容／あさり汁・甘酒（無料）
　　　だんご・田舎そば（有料）
　　　青研コーナー
　　　スタンプラリー（賞品付き）
　　　日用品チャリティーバザー

２/２６
　土
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地域
発!

加
治
区
自
治
会
は
、
近
隣
の
自
治
会

の
方
か
ら
「
行
事
が
多
く
て
大
変

だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
。
今
回
は
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
ご

紹
介
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
時

代
に
必
要
と
さ
れ

る
自
治
会
活
動
、

ま
た
、
そ
の
目
的

や
意
義
に
つ
い

て
検
証
し
ま
す
。

〝
地
域
愛
〞の
根
っ
こ
は
環
境
美
化

　

加
治
区
自
治
会
は
、
旧
農
協
支
所
を
改

築
し
た
自
治
会
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
、運
動
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
拠
点
施
設
と
宮
川
の
源
流
と
な

る
里
山
を
所
有
し
、
こ
れ
ら
を
含
む
地
域

環
境
を
住
民
総
出
で
維
持
し
て
い
ま
す
。

［
地
域
の
話
題
］自
治
会
活
動
の
未
来

加
治
区
自
治
会
の
取
り
組
み 

㊥

前
回
に
引
き
続
き
、
加
治
区
自
治
会
の
活
動
紹
介
を
通
し
て
、

自
治
会
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

［
案
内
人
］
田
原
市
総
代
会
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

 
 

　
　
鈴
木
誠
さ
ん
︵
岐
阜
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
︶

●
山
役
・
川
役
（
河
川
美
化
）

年
１
回
、
全
戸
参
加
で
自
治
会
所
有
の

山
林
と
河
川
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
道
役
（
春
と
秋
）

組
ご
と
に
全
戸
参
加
で
、
道
路
の
ご
み

拾
い
と
草
刈
り
・
枝
払
い
を
行
い
ま
す
。

●
環
境
整
備
作
業
（
年
５
回
）

役
員
と
有
志
で
、
広
場
・
里
山
な
ど
の

草
刈
り
や
間
伐
作
業
を
行
い
、
女
性
参

加
者
の
料
理
で
昼
食
を
楽
し
み
ま
す
。

防
災
・
福
祉
活
動

　

自
主
防
災
活
動
と
し
て
、
年
２
回
の
訓

練
に
加
え
、「
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」

「
高
齢
世
帯
家
具
転
倒
防

止
」
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
民
生
児

童
委
員
が
中
心
と
な
り
、

独
居
高
齢
者
対
策
の
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

親
睦
行
事
な
ど

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
６
月
）

昭
和
57
年
か
ら
。
９
組
の
対
抗
戦

◦
盆
踊
り
（
８
月
）

毎
年
、
お
盆
に
開
催

◦
運
動
会
（
10
月
）

昭
和
44
年
か
ら
。
９

組
対
抗
、
各
種
団

体
の
種
目
で
実
施

◦
敬
老
会
（
10
月
）

明
治
か
ら
。
百
回
を

超
え
る
伝
統
行
事

◦
追
弔
会
（
３
月
）

戦
没
者
51
柱
の
追
悼
法
要

◦
加
治
神
明
社
の
祭
礼

元
旦
祭
・
初
天
神
、
春
祭
り
、
大
祭
、

秋
祭
り
、
月
次
祭
な
ど
を
実
施

担
い
手
づ
く
り
と
連
帯
意
識

　

年
間
を
通
じ
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
で

き
る
秘
訣
は
、
役
割
分
担
さ
れ
た
組
織
体

●しみんの広場

制
（
前
号
で
紹
介
）
と
地
域
内
の
各
種
団

体
に
よ
る
協
力
体
制
に
あ
り
ま
す
。

　

加
治
地
域
で
は
、
昭
和
54
年
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
設
置
（
平
成
14
年

地
縁
団
体
化
で
解
散
）
さ
れ
、子
ど
も
会
、

老
人
会
、
遺
族
会
、
菜
ば
な
会
、
凧
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
十
数
年
前
に
田
原
祭
り
の
組
織

を
参
考
に
発
足
し
た
﹁
加か

勢せ

組
﹂
は
、
加

治
神
明
社
大
祭
を
地
域
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
会
と

婦
人
会
が
消
滅
し
た
中
で
、
厄
年
を
中
心

に
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
住
民
を
結

び
付
け
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
自
治
会

行
事
に
参
加
し
、活
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
団
体
に
加
え
、
最
近

で
は
、
里
山
保
全
な
ど
の
地
域
課
題
に
対

応
し
た
会
の
活
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

加
治
区
自
治
会
で
は
、
人
々
が
集
う
施

設
を
整
え
た
こ
と
で
、
各
種
団
体
の
活
動

も
活
発
化
し
、
行
事
や
団
体
活
動
を
通
し

て
、
年
代
・
性
別
の
区
別
な
く
協
力
し
合

え
る
連
帯
意
識
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
会
な
ど
か
ら
見
て
多
く
思
え

る
行
事
も
、
今
ま
さ
に
、
地
域
社
会
に
求

め
ら
れ
て
い
る
安
心
安
全
の
確
保
や
生
活

環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
の
効
果
的
な

方
法
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

（
次
回
は
、
自
治
会
活
動
の
今
後
の
展
開
を
ご

紹
介
し
ま
す
。）

□地域コミュニティ研究会

平成 21 年 10 月、総代会の専門
組織として、校区総代・元自治
会長、市民館主事、学識者など
13 名で発足。校区コミュニティ
協議会や自治会などの現状・課
題の把握、改善策などを検討中。

運動会

区民が植えた宮川の桜
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1ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
平成23年度市民協働まちづくり事業補助金

●しみんの広場

提案事業募集

皆さんの創意工夫で まちを元気に！

市民の連帯や地域振興・市民公益活動の促進を図ることを目的とした補
助金です。市民活動団体が提案する公益性の高い活動で、その活動の

自立を促し、目的を達成するためのもので、「市民協働まちづくり方針」に
基づき平成 21 年度からスタートしています。市民感覚の自由な発想で、創
意工夫を凝らした提案事業を募集します。

対象事業　市内で実施、また市民に対して実施される事業で、公共性・公益性
が期待される「福祉」「まちづくり」「環境保全」「子どもの健全育成」
などの活動で、平成 24 年 2 月末日までに完了するもの

対象団体　市内で公益活動を行う５人以上で構成された団体
補助額　　１事業につき補助対象経費の１／２（上限 20 万円）
募集期間　３月１日火～４月８日金（午後５時 15 分必着）
　　　　　※交付決定額に予算残が生じた場合は、９月に追加募集予定。
審査方法　書類審査および公開審査会での提案説明（４月）
平成22年度事業報告会　補助事業採択団体が、事業の成果報告を行います。

事業概要・効果、今後の展望などを発表します。報告会は公開です。
補助申請の参考にもなりますので、ぜひご聴講ください。

　　　　　◦日時：３月 26 日土　午後１時 30 分～　◦場所：田原福祉センター３Ｆ大会議室
　　　　　◦申し込みは不要です。直接会場にお越しください。
その他　　制度の概要、申請書の書き方など応募に関するご相談は、市民活動支援センター（開設日は頁下段を

参照）で随時対応します。また、事業報告会後、個別相談を受け付けます。お気軽にご相談ください。

助成の名称 対象・内容

新規団体活動補助金

▼仲間を募って始めようと
する市民公益活動を支援

対象団体　市内で公益活動を行う５人以上で構成された団体（H22 年度以降に設立）
対象事業　市民協働まちづくり事業補助金と同様
補助額　　全額（上限３万円）
審査方法　書類審査
募集期間　３月２２日㊋～平成２４年２月１０日㊎　※ 予算の範囲内で締め切り

人材養成活動補助金

▼市民活動団体の活動を担
う人材の育成を支援

対象者　　本年４月１日現在で市内の市民活動団体に所属する方（団体による申請）
対象事業　所属団体の活動に直接反映が期待できる専門知識・手法などを習得するための講座の受

講などで、平成２４年２月末までに修了するもの
補助額　　旅費・受講料などの一定額まで全額、超過分は１/ ２（上限３万円）
審査方法　書類審査
募集期間　３月２２日㊋～平成 24 年２月１０日㊎　※ 予算の範囲内で締め切り

助成の名称

その他

補助金
あなたの活動にお役立てください！

市民協働課で配布する申請書に必要事項を記入して直接提出。詳しくは市ホームページ（http://
www.city.tahara.aichi.jp）をご覧ください。※「市民協働のまちづくり」のページへ

▼市民協働課☎ 23 局 3504　 23 局 0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

応募・お問い合わせ
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学校生活の一コマ

を紹介

　　伊良湖岬中学校 「家庭科の授業」
　　命の大切さを感じる調理実習！ 
　　
　昨年10月、伊良湖岬中学校では、２年生の生徒が、家庭科
の調理実習で「イワシのさんが焼き」に挑戦しました。
　まず、イワシを手開きし、すり身にします。そこに味噌と
ネギを加え、手でこねて団子状にしたあとフライパンで
焼きます。魚を使った料理が食卓でも減ってきている今、
海に面した渥美半島でも魚を調理する体験は貴重です。
生徒は、イワシを手開きするときには、魚独特の触感を手
で味わい、「魚の臭いがする」「ぬるっとしている」など初め
ての体験に歓声をあげていました。楽しく調理をする体
験を通して、命の大切さも感じ取ってくれたようです。

 中山小学校 「イチゴの栽培」
温室は、ぼくらの〝食育〟の場！

　中山小学校では昨年度、独自の活動を支援する「魅力
ある学校づくり事業」で校庭に温室を建て、イチゴの栽
培に取り組みました。栽培は主に５年生が担当し、イチ
ゴは12月に白い小さな実を付けました。低学年の子ども
は温室を毎日のぞいては、「まだかな」と色付くのを楽し
みにしていました。冬休み明け、とうとう真っ赤なイチ
ゴが実りました。さっそく試食開始。みんな、とても満足
そうに「おいしい！」を連呼していました。低学年の子ど
もたちが喜ぶ姿を見て、５年生の子どもたちは〝食育〟の
大切さを感じ取ってくれたようです。

　今回は、学校生活の中から、身近な食材を使い調理実習に取
り組んだ様子、校庭の温室でイチゴ栽培に取り組んだ様子を
ご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

 　　 ●野田小学校　校区で活躍する人物紹介
　　  ありがとう！交通指導員さん
　「おはよう。車が来たよ。止まってね」「さようなら。並んで帰
るんだよ」などと子どもたちに声を掛ける野田校区の交通指
導員の河合さん。河合さんはこの道20年以上のベテランで、子
どもたちが安全に登下校できるように見守っています。校区
のことや、子どもたち一人一人の成長ぶりもよく見ていて、明
るいあいさつで子どもたちを元気にしている存在です。「道の
お母さん」と慕われている河合さんは、子どもたちが交通ルー
ルを守り、事故のない生活を送れるようにと願っています。

  トピック
ス

topics

▲すり身をこねるよ！

▲真っ赤なイチゴを見つ
　けたよ！

▲子どもたちが安全に横断できるように
　見守っています！

▲おいしいイチゴだよ！

▼イワシを手で開く
　よ！
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
公
演
が
田

原
中
部
小
学
校
で
行
わ
れ
、児
童
や
保
護
者
な
ど
約

５
０
０
名
が
演
奏
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。児
童
た
ち

は
指
揮
に
挑
戦
し
た
ほ
か
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バッ
ク
に

校
歌
を
合
唱
す
る
な
ど
共
演
も
果
た
し
、本
物
の
演

奏
に
触
れ
、感
性
が
磨
か
れ
る一日
と
な
り
ま
し
た
。

迫
力
の
音
色
が

体
育
館
に
響
く

１
月
18
日［
火
］

▲楽器ごとの特色の説明に、興味津々の児童たち

Hello
,

ever
yone

!!

（ハロ
ー、エ

ブリワ
ン !!）

私たちは
英語指導助手（Ａ

エーエルティー

ＬＴ）です。

私たちは、市内の小・中学校で英語を教えています。また、私たちの国の文

化に触れ、子どもたちが国際理解を深めるきっかけにもなっています。

▼泉中・亀山小・赤羽根小・神戸小・衣笠小・泉小・清田小
　童浦小　（H18年8月～）

今年が田原で働く最
後の年。５年間、エネ
ルギッシュな子ども
たちといっしょに過
ごすことができ、本当
に楽しかったです。７
月までの残りの時間
を大切にして、宝物に
したいです。

V
ヴァネッサ

anessa S
シェパード　

hepherd 先生

▼東部中・田原中・大草小・田原東部小・高松小
　（H23年1月～）

田原の子どもたち
は、有能でやる気を
感じます。ＡＬＴと
して働くことはたい
へん有意義なものに
なると思います。何
年もここで働き、日
本について知識を広
げたいです。

S
スティーブン

tephen R
ローチ

oach 先生

▼野田中・福江中・野田小・福江小・田原南部小・六連小
　（H21年9月～）

この１年間、小・中学
校での授業がとても
楽しかったです。こ
れからも、アメリカ
や英語についていろ
いろなことを教え、
子どもたちにいい思
い出を作ってあげた
いです。

S
シャノン

hannon L
ルーカス

ucas 先生

▼赤羽根中・伊良湖岬中・若戸小・和地小・堀切小・伊良湖小
　中山小・田原中部小　（H21年9月～）

子どもたちに、聖パ
トリックデイやイ
ースターなど、いろ
いろなアメリカ文化
を教えてあげたいで
す。すてきな経験を
重ねることで、子ど
もたちに英語を楽し
んでほしいです。

T
ティラー

aylor T
トラスラー

rusler 先生
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◦
選
挙
の
結
果

田
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙（
１
月
30
日
）

◦
投
票
者
数
＝
４
万
１
３
５
８
人

◦
投
票
率
＝
78・94
％

候補者氏名 得票数 候補者氏名 得票数
当 小川たかお  3,489 当 鈴木よしひこ  1,754
当 辻 ふ み こ  2,244 当 赤尾まさあき  1,721.483
当 平松あきのり  2,060 当 金田のぶよし  1,687
当 長神たかし  2,003 当 杉 浦 文 平  1,684
当 真 木 正 五  1,966 当 太田ゆきお  1,680
当 彦坂ひさのぶ  1,908 当 河合きつぎ  1,677
当 わたらい清継  1,857 当 ふじい敏久  1,553
当 し ば た 登  1,851 当 まきの京史  1,481
当 大竹まさあき  1,840.516 森 山 和 幸  1,478
当 荒 木 　 茂  1,832 すみや利美  1,293
当 きたのやかずき  1,812 柘植まさじ 　 294
当 仲谷まさひろ  1,785 （得票順・敬称略）

▪候補者別得票数愛
知
県
知
事
選
挙（
２
月
６
日
）

◦
投
票
者
数
＝
３
０
５
万
１
７
８
３
人

◦
投
票
率
＝
52・52
％

◦
田
原
市
の
投
票
者
数
＝
３
万
３
３
５
９
人

◦
田
原
市
の
投
票
率
＝
63・65
％

候補者
氏名

総得票数
※（　）は田原市

当 大村ひであき 1,502,571
（12,925）

しげとく和彦 546,610
（10,264）

みその慎一郎 487,896
（5,271）

薬師寺みちよ 324,222
（3,519）

ど い 敏 彦 141,320
（912）

（得票順・敬称略）

▪候補者別得票数

▼
募
集
人
員
＝

若
干
名　

▼
対

象
＝
土
・
日
曜

日
・
祝
日
に
勤
務
可
能
な
方　

▼
勤
務
内

容
＝
施
設
清
掃
、
受
付
、
書
籍
販
売
な
ど

▼
勤
務
形
態
＝
週
３
日
以
内
（
月
曜
日
を

除
く
／
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
採
用
期
間
＝

４
月
１
日
（
金
）
～
９
月
30
日
（
金
）　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
賃
金
＝
時
給
８
７
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
３
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
渥
美
支
所
地

域
課
・
渥
美
郷
土
資
料
館
に
あ
る
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
渥
美
支
所
地
域
課　

☎
33
局
１
１
１
１　

32
局
２
５
０
６

▼
募
集
枠
数
＝
表
紙
２
枠
、
裏
表
紙
10
枠

▼
掲
載
場
所
＝
生
涯
学
習
情
報
誌
（
平

成
23
年
度
上
半
期
）
の
表
紙
お
よ
び
裏

表
紙
／
発
行
部
数
２
万
部　

▼
広
告
の
サ

イ
ズ
お
よ
び
掲
載
料
＝
【
１
種
広
告
】
縦

４
・
５
㎝
×
横
８
・
５
㎝
、
表
紙
１
回
２
万

円
／
裏
表
紙
１
回
１
万
５
０
０
０
円
ほ
か

（
２
種
広
告
お
よ
び
割
引
制
度
あ
り
）

▼
申
し
込
み
＝
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
・

押
印
し
た
も
の
に
広
告
原
稿
、
会
社
概
要

な
ど
を
添
付
し
て
直
接
提
出　

▼
そ
の
他

＝
申
し
込
み
の
際
に
は
、
要
綱
・
要
領
な

ど
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
お
よ
び
要
綱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
田
原

市
教
育
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

入
手
）
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

　

い
ず
れ
も
１
区
画
20
㎡
（
５
ｍ
×
４

ｍ
）
の
広
さ
で
、
利
用
期
間
は
４
月
１
日

～
平
成
24
年
３
月
31
日
、
利
用
料
は
年
額

５
０
０
０
円
で
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム

▼
場
所
＝
田
原
市
野
田
町
芦
ヶ
池
地
内　

▼
区
画
数
＝
90
区
画　

▼
申
し
込
み
＝
サ

ン
テ
パ
ル
ク
に
あ
る
利
用
許
可
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
受
付

期
間
＝
３
月
４
日（
金
）ま
で
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

■
田
原
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

▼
場
所
＝
田
原
市
田
原
町
北
荒
井
地
内

▼
区
画
数
＝
50
区
画　

▼
申
し
込
み
＝
農

政
課
ま
た
は
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

利
用
許
可
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出　

▼
受
付
期
間
＝
３
月
４
日

（
金
）ま
で
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
）

☎
45
局
３
１
１
４　

45
局
３
４
１
９

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

田
原
市
臨
時
職
員

（
渥
美
郷
土
資
料
館
業
務
員
）

「
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム
」
お
よ
び

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
利
用
者

生
涯
学
習
情
報
誌
へ
の
広
告

平成 23年 2月15日   　  　　　　　　　　│ 8 │



　

田
原
市
で
は
、
現
在
、
所
定
の
基
準
を

満
た
す
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
木
造
住

宅
の
所
有
者
に
、
最
大
１
３
０
万
円
を

補
助
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
加

え
、
緊
急
総
合

経
済
対
策
と
し

て
、
国
の
補
助

金
30
万
円
が
期

間
限
定
で
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
耐
震
改
修

工
事
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
戸
数
＝
12
戸
（
先
着
順
）　

▼
申

し
込
み
＝
３
月
１
日
（
火
）
～
３
月
25
日

（
金
）
の
期
間
に
建
築
課
の
窓
口
へ
申
込

書
を
提
出
（
申
込
書
は
建
築
課
の
窓
口
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
入
手
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

渥
美
郷
土
資
料
館
、
豊
橋
市
二
川
宿
本

陣
資
料
館
な
ど
で
開
催
中
の
「
ひ
な
祭
り

展
」
を
見
学
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方

に
、
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
＝
３
月
27
日
（
日
）
ま
で

▼
実
施
施
設
＝
渥
美
郷
土
資
料
館
、
田
原

市
博
物
館
、
田
原
ま
つ
り
会
館
、
豊
橋
市

二
川
宿
本
陣
資
料
館　

※
田
原
市
博
物

館
、
田
原
ま
つ
り
会
館
の
ひ
な
祭
り
展
は

２
月
19
日
（
土
）
か
ら
開
催　

▼
賞
品
＝

【
２
館
賞
】
田
原
市
博
物
館
、
豊
橋
市
二

川
宿
本
陣
資
料
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ガ
キ
各

１
枚
【
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
】
田
原
市
博
物

館
、
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
各
１
枚　

▼
参
加

方
法
＝
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙
を
各
館
で

入
手
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
ス
タ
ン
プ
の
数
が
希
望
す

る
賞
に
達
し
た
施
設
で
賞
品
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。（
賞
品
は
、
な
く
な
り
次

第
終
了
）　

▼
参
加
料
＝
無
料
（
田
原
市

博
物
館
、
二
川
宿
本
陣
資
料
館
の
入
館
料

は
必
要
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
博
物

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

http://w
w

w
.taharam

useum
.gr.jp/

　

ポ
イ
捨
て
な
ど
、
み
だ
り
に
ご
み
を

捨
て
る
こ
と
は
、「
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
」

に
あ
た
る
犯
罪
で
す
。
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
課

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
廃
棄

物
は
適
正
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
投
棄
者
が
不
明
の
場

合
、
土
地
の
所
有
者
が
片
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
荒
れ
た
土
地
は
ご
み
を
捨

て
ら
れ
や
す
い
た
め
、
土
地
を
荒
ら
さ
な

い
よ
う
に
心
が
け
、
不
法
投
棄
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

最
近
、小
学
生
の
低
学
年
の
児
童
に「
車

に
乗
っ
て
い
か
な
い
か
」
な
ど
の
声
を
か

け
る
不
審
人
物
の
目
撃
情
報
が
、
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
人
か
ら

声
を
掛
け
ら
れ
て

も
、
絶
対
に
付
い

て
い
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

不
審
人
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
の
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
金
に

国
の
補
助
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

ひ
な
祭
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
く
そ
う
不
法
投
棄
！
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今まで

30万円
UP!

3月25日（金）までの申し込みに限り！

自己負担

補助金
最大130万円

自己負担

自己負担

補助金
最大130万円

上乗せ補助
30万円

フ
ェ
リ
ー
の
航
路
活
性
化
策
な
ど

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活

性
化
協
議
会
で
は
、
同

航
路
の
維
持
・
活
性
化

策
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
、
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
（
案
）

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

計
画
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
＝
商
工
観
光
課
、
渥
美
支

所
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図

書
館
、
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活
性
化
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

▼
募
集
期
間
＝
２

月
21
日
（
月
）～
３
月
７
日
（
月
）
※
当

日
消
印
有
効　

▼
提
出
方
法
＝
商
工
観

光
課
で
配
布
す
る
提
出
様
式
に
記
入
の

う
え
、直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

郵
送
に
て
。
様
式
は
、
鳥
羽
伊
良
湖
航

路
活
性
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
▼
そ
の
他
＝
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、「
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
」
策
定
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
意
見
に
対
す

る
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個
別
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

syoko@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.toba.m

ie.jp/
tobairago/tobairagokouro.htm

ISEWAN FERRY



3
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
用
ア
ル
ミ
断
熱

シ
ー
ト
を
、
浴
槽
の

湯
冷
め
を
予
防
す
る

た
め
の
保
温
シ
ー
ト

に
利
用
す
る
。ま
た
、

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
の
中
に
ア
ル

ミ
断
熱
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
て
、
保

温
鍋
の
よ
う
に
使
用
す
る
こ
と
で
電

気
や
ガ
ス
の
使
用
量
を
減
ら
す
。

4
冷
蔵
庫
内
の
棚
ご
と
に
フ
ィ
ル
ム
を

吊
る
し
、
冷
気
が
逃
げ
る
の
を
防
ぎ
、

電
気
の
使
用
量
を
減
ら
す
。

5
お
風
呂
の
中
に
水
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
入
れ
て
水
か
さ
を
増
し
、

水
の
使
用
量
を
減
ら
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
、
ほ
か
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
内
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み

　

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

　

昨
年
、
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
の
登
録

者
か
ら
募
集
し
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
実

践
取
り
組
み
ア
イ
デ
ア
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

ご
家
庭
な
ど
で
実
践
し
て
い
る
省
エ
ネ

行
動
な
ど
の
報
告
で
す
。
こ
れ
ら
を
参
考

に
、
簡
単
な
こ
と
か
ら
１
つ
ず
つ
実
践
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▪
ア
イ
デ
ア
紹
介

1
使
わ
な
く
な
っ
た
浄

化
槽
や
バ
ス
タ
ブ
に

雨
水
を
溜
め
、
花
の

水
や
り
に
使
用
す
る

な
ど
し
て
水
の
使
用

量
を
減
ら
す
。

2
夏
は
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
ミ
ラ
ー

カ
ー
テ
ン
に
交
換
し
、
冬
は
床
と
カ
ー

ペ
ッ
ト
と
の
間

に
断
熱
シ
ー
ト

を
敷
く
こ
と
で

エ
ア
コ
ン
の
使

用
量
を
減
ら
す
。

雨水
光

熱

反射

アルミ断熱シート

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

58

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

平
成
19
年
度
か
ら
、
化
粧
品
の
び
ん
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
対
象
品
目
に
加
え
ら
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ガ
ラ
ス
び
ん
。
今
回
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や「
ご
み
の
分
け

方・出
し
方
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
確
認
し
分

別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
び
ん
の

リ
サ
イ
ク
ル

き
ち
ん
と

分
別
し
よ
う
！

ガ
ラ
ス
び
ん
の

対
象
品
目
は
？

•
調
味
料
や
食
用
油
の
び
ん

•
酒
類・飲
料
の
び
ん

・
化
粧
品
の
び
ん

・
ビ
ー
ル
び
ん・一
升
び
ん

※
陶
磁
器・耐
熱
ガ
ラ
ス・ガ
ラ
ス
食

器・割
れ
た
び
ん
は「
割
れ
ガ
ラ
ス・陶

器
類
」へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

◉
出
し
方

　

キ
ャ
ッ
プ
や
王
冠
、ワ
イ
ン
の
コ
ル

ク
な
ど
を
取
り
除
き
、す
す
い
で
乾

か
す
。コ
ン
テ
ナ
へ
は
、色
ご
と
に
仕

分
け
を
し
て
、袋
な
ど
か
ら
出
し
て

入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

ガ
ラ
ス
び
ん
は
、細
か
く
砕
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も
、素
材
の
品
質

劣
化
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。繰

り
返
し
使
用
し
て
も
、同
じ
品
質
の

び
ん
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

無
色
と
茶
色
の
び
ん
は
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
、新
し
く
作
ら
れ
る
び
ん
の
原

料
と
し
て
、た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
の
色

の
も
の
は
、タ
イ
ル

な
ど
に
再
生
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

新
し
く
で
き
る
び
ん
の
品
質
を
よ

く
す
る
た
め
に
は
、異
物
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
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◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
３
１
０
人・
事
業
所
56
か
所（
1
月
末
現
在
）



69

防
災
ま
め
知
識

消
火
器
の
使
い
方

こ
ん
に
ち
は
、〝
か
ん
ち
ゃ
ん
〟で

す
。
初
期
消
火
に
は
消
火
器
が

有
効
で
す
。
皆

さ
ん
は
使
い

方
を
ご
存
じ

で
す
か
。
今
回

は
、
消
火
器
の

使
い
方
に
つ

い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

▪
消
火
器
の
使
い
方

　
︵
粉
末
・
強
化
液
消
火
器
の
場
合
︶

①
消
火
器
を
障
害
物
に
ぶ
つ
け
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
、
火
元
か
ら
３
ｍ

ほ
ど
離
れ
た
安
全
な
場
所
ま
で
運
ぶ

②
安
全
ピ
ン
に
指
を
か
け
、
上
に
引
き

抜
く

③
ホ
ー
ス
を
は
ず
し
、
先
端
を
持
っ
て

火
元
に
向
け
る

④
レ
バ
ー
を
強
く
握
る

⑤
火
元
（
燃
え
て
い
る
も
の
）
を
ね
ら

い
、
手
前
か
ら
ほ
う
き
で
掃
く
よ
う

に
薬
剤
を
放
射
す
る

▪
消
火
器
の
構
え
方

　

低
い
姿
勢
で

熱
や
炎
を
避
け

る
よ
う
に
し
、

屋
外
で
使
用
す

る
場
合
は
、
風

上
か
ら
消
火
し

ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

姉妹都市 設楽町との「菜の花交流」
田原市内で行われた、菜の花交流の様子をご紹介します。

取ってほお張り、か
わいい姿を見せて
いました。
　そして菜の花畑に移
動した園児たちは、満開の
菜の花に囲まれ、ひと足早い春を
満喫しました。
　受け入れを行ったＮＰＯ法人田原菜の花エコネット
ワークの皆さんは、園児た
ちの喜ぶ顔を見て、「自分
たちにも元気をくれた」とう
れしそうな様子でした。
　みんなが笑顔になるこの
交流が、これからも続いて
いくといいですね。

◉交流のきっかけ
　平成14年12月、旧田原町農業委員会が上流域から
届く「水」への感謝の気持ちを込めて、旧津具村（現設
楽町）の津具保育園に菜の花を贈りました。これがきっ
かけとなり、その後も交流が続いています。
◉設楽町の保育園児が田原市にやってきた！
　交流が始まってから９年目を迎えた今回は、設楽町
清
せいれい

嶺保育園から10名、田
たぐちたから

口宝保育園から20名の園児
が田原市にやってきました。
　サンテパルクたはらで動物
にふれあうなどして遊んだ後
は、大久保町のハウスで「イ
チゴ狩り」を行いました。真っ
赤に熟したイチゴに囲まれ、
園児たちは大喜びで摘み

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

13

2

▲イチゴ狩りの様子

▲こんなに大きなイチゴ
　があったよ！

▲菜の花狩りを行う園児たち

│ 11 │　　　　　　　　　　平成 23年 2月15日
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N
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成
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年
２
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5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

平
成
23
年
、
田
原
市
博
物
館
で
、
あ
る

画
家
の
新
春
を
飾
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
人
の
名
は
、
中
田
恭
一
。

初
め
て
名
前
を
聞
い
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で

し
ょ
う
。

　

中
田
恭
一（
１
８
９
５
～
１
９
６
０
）は
、

農
家
の
子
と
し
て
現
在
の
大
草
町
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
草
尋
常
小
学
校
、
神
戸
高

等
小
学
校
で
学
び
、
高
等
小
学
校
卒
業
後

に
同
校
の
教
員
を
務
め
ま
し
た
。
絵
は
17

歳
ご
ろ
か
ら
、
豊
橋
の
夏
目
七ひ

ち

作さ
く

に
学
び

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
で
教
員
を

し
な
が
ら
、
本
郷
洋
画
研
究
所
に
入
所
し
、

太
平
洋
画
会
の
石
井
柏は

く
て
い亭
・
石
川
寅と

ら
じ治
に

絵
を
学
び
ま
す
。
大
正
８
年
、
三
重
県
伊

賀
上
野
で
教
員
と
な
り
、
そ
の
傍
ら
作
画

活
動
を
進
め
、
昭
和
２
年
の
第
８
回
帝
展

に
初
入
選
す
る
と
、
３
年
連
続
で
入
選
し

ま
し
た
。
そ
し
て
決
意
を
新
た
に
昭
和
８

年
、
教
員
を
退
職
し
、
埼
玉
県
川
口
市
に

移
り
ま
す
。
安
定
し
た
職
を
投
げ
打
つ
こ

と
は
、
家
族
を
持
っ
て
い
た
恭
一
に
と
っ

て
大
き
な
決
断
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
上
京

前
の
新
聞
記
事
か
ら
は
、
東
京
進
出
に
か

け
る
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
後
、
恭
一
は
第
14
回
・
15
回
帝
展
も
入

選
、
昭
和
15
年
の
紀
元
２
６
０
０
年
記
念

展
覧
会
に
入
選
、
昭
和
18
年
に
は
紀
元

２
６
０
３
年
全
日
本
水
彩
画
記
録
画
に
推

奨
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、
生
ま
れ
故
郷
の

大
草
に
戻
り
、
風
景
や
肖
像
画
を
描
き
続

け
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
35
年
に
66
歳
で

一
生
を
終
え
ま
し
た
。

　

田
原
の
童

話
作
家
、
山

田
も
と
さ
ん

の
童
話
に
、

小
学
校
の
教

員
を
し
な
が

ら
、
学
校
が

終
わ
る

と
豊
橋

ま
で
歩

い
て
絵

の
勉
強

に
出
か

け
、
夜

明
け
に

帰
宅
す

る
勤
勉

な
彼
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

熱
中
す
る
が
あ
ま
り
「
本
や
絵
で
め
し
が

食
え
る
か
」
と
父
親
に
怒
ら
れ
る
恭
一
少

年
の
こ
と
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
本
当
に

絵
が
好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
す
で
に

心
の
中
に
は
、
画
家
と
し
て
大
成
す
る
夢

が
育
っ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

恭
一
は
多
く
の
展
覧
会
で
入
選
を
果
た

す
と
と
も
に
、
学
校
の
水
彩
画
の
教
科
書

や
、
伊
賀
上
野
時
代
に
は
歴
史
小
説
の
執

筆
も
手
が
け
る
な
ど
、
多
方
面
に
そ
の
才

能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
恭
一
は
、
水
彩
の

風
景
画
を
得
意
と
し
て
い
ま
し
た
。
水
彩

の
明
る
く
清
々
し
い
画
風
は
、
恭
一
の
人

柄
を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ

の
得
意
と
し
た
風
景
画
の
作
品
で
は
、
そ

の
風
景
に
溶
け
込
ん
だ
人
々
の
く
ら
し
や

風
土
を
、
温
か
な
ま
な
ざ
し
で
と
ら
え
て

　

田
原
が
生
ん
だ
水
彩
画
家　

中
田
恭
一

い
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
に
は
、
作
品
だ
け
で
な

く
、
習
作
、
ス
ケ
ッ
チ
の
ほ
か
、
恭
一
の

人
柄
を
知
る
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。展
覧
会
を
鑑
賞
し
て
感
動
し
た
の
は
、

そ
の
多
く
の
作
品
を
通
し
て
、
彼
の
絵
へ

の
熱
い
志
を
感
じ
取
れ
た
こ
と
で
す
。
恭

一
が
ど
こ
ま
で
自
分
の
夢
を
達
成
で
き
た

の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

作
品
１
点
１
点
か
ら
、
好
き
な
絵
を
生
き

生
き
と
描
き
続
け
た
彼
の
姿
が
見
え
て
き

た
の
で
し
た
。作
品
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

中
田
恭
一
に
夢
を
追
う
素
晴
ら
し
さ
を
学

ん
だ
展
覧
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】で
っ
か
い
菜
の
花
畑（
旧
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

▼
い
よ
い
よ
、〝
で
っ
か
い
菜

の
花
畑
〟の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
始
ま
り
ま
し
た
。国
道
42

号
を
走
っ
て
い
る
と
、真
っ
暗
な
中

に
、突
如
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な

風
景
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
期
間
は
３
月
21
日（
月
・

祝
）ま
で
、時
間
は
午
後
６
時
～
９
時

で
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。（
Ｏ
）

▲新聞記事（昭和８年）

▲展覧会入選の習作　銚子・犬若（昭和12年・千葉県）

※
帝
展
と
は
、
帝
国
美
術
院
の
開
催
し
た

展
覧
会
の
こ
と
。
１
９
４
６
年
以
降
に
日

展
と
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
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